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原＆4

市長天谷光治

「
力
強
く
、
や
さ
し
く
、

　

美
し
い
大
野
」
を
目
指
し
て

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
健
勝
で
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
市
政
へ
の
温
か
い
理

解
と
協
力
を
頂
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
、
わ
が

国
の
社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
潮

流
の
中
で
、
少
子
・
高
齢
化
が
い

よ
い
よ
進
展
す
る
と
と
も
に
、
経

済
・
財
政
と
も
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

量
消
費
な
ど
に
よ
る
地
球
規
模
の

環
境
問
題
は
憂
慮
す
べ
き
事
態
に

直
面
し
て
お
り
、
安
全
で
、
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
の
真
剣
な
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
当
市
で
は
「
環

境
保
全
と
人
づ
く
り
」
を
基
本
と

し
て
、
「
若
者
が
住
み
た
く
な
る

ま
ち
」
「
お
年
寄
り
が
安
心
し
て

住
め
る
ま
ち
」
「
人
、
物
、
情
報

交
流
の
ま
ち
」
な
ど
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
そ
の
推
進
に
努
力
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
、
中

部
縦
貫
自
動
車
道
や
東
縦
貫
線
の

早
期
建
設
を
は
じ
め
、
公
共
下
水

道
や
健
康
保
養
施
設
、
観
光
拠
点

施
設
の
建
設
、
介
護
保
険
制
度
の

導
人
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の

第
四
次
大
野
市
総
合
計
画
の
策
定

な
ど
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を

強
力
に
推
進
し
て
、
「
力
強
く
、

や
さ
し
く
、
美
し
い
大
野
」
の
実

現
を
目
指
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
理
解
と
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
幸
せ
多
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

新春に

思う

年男一年女

松
田
知
也
君

　
　
　

（
上
庄
小
6
年
）

何
事
も
努
力
で
夢
実
現

　

ぼ
く
は
去
年
、
毎
年
秋
に
行
わ

れ
る
「
大
野
郡
市
小
学
校
連
合
体

育
大
会
」
の
千
メ
ー
ト
ル
競
走
の

候
補
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
ま
で
ほ
か
の
候
補
選

手
と
一
緒
に
練
習
に
励
み
ま
し
た

が
、
当
日
は
「
補
欠
選
手
」
と
な

り
試
合
に
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
ぼ
く
な
り
に
練

習
に
頑
張
っ
て
き
た
と
い
う
自
信

が
あ
っ
た
の
で
、
後
悔
す
る
気
持

ち
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た

機
会
が
あ
っ
た
ら
頑
張
ろ
う
と
考

え
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
校
内
の
体

育
大
会
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
前

年
の
成
績
を
上
回
り
、
上
位
に
入

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
「
何
事
も
努
力
す
れ

ば
夢
が
か
な
う
」
の
精
神
で
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



J
一

一
丿
一
一
″
作
一
一
犬
J
J
f

酋

J

湖
欝

｀
゛
1

1地
方
自
治
の
進
展
と

福
祉
向
上
に
全
力
投
球

市議会議長松井治男

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
十
一
年
の
新
春
を

迎
え
、
謹
ん
で
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
一
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
努
力
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
な
お
一
層
、
地

方
自
治
の
進
展
と
市
民
福
祉
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
長
野
県
で
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
、
明

る
い
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
が
、

国
内
経
済
の
低
迷
が
一
段
と
准

み
、
銀
行
の
破
た
ん
・
枡
佃
C
但

落
な
ど
の
金
融
問
題
や
企
業
活
動

の
停
滞
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
、
異

常
気
象
に
よ
る
災
害
な
ど
大
き
な

課
題
を
抱
え
た
年
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
国
内
状
況
の
下
で
、

税
収
の
落
ち
込
み
な
ど
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
公
共

下
水
道
や
健
康
保
養
施
設
な
ど
の

事
業
が
着
手
さ
れ
、
明
る
い
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
高
速
交
通
網
を
は

じ
め
と
し
た
道
路
な
ど
の
整
備
と

農
業
や
林
業
、
商
工
業
な
ど
の
振

興
と
若
者
の
雇
用
の
創
出
を
図
る

べ
く
積
極
的
に
企
業
誘
致
を
行

い
、
農
・
林
・
商
・
工
、
一
体
と

な
っ
た
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
少
子
・
高
齢
化
対
策

な
ど
の
諸
問
題
が
提
起
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
に
即
応
し
た
施
策
の

展
開
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
二

十
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
飛
躍
的

な
発
展
を
図
る
べ
く
全
力
を
傾
滓

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層

の
協
力
と
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
ろ

切
に
お
願
い
を
申
し
あ
げ
ま
し

て
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

久
保
ま
さ
子
さ
ん
・
4
7
歳

（
阿
難
祖
領
家
）

仲
間
と
一
緒
に

　

魅
力
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
を

　

わ
が
家
で
は
今
年
、
私
と
息
子

と
そ
し
て
今
度
生
ま
れ
て
く
る
初

孫
と
、
卯
（
う
）
年
生
ま
れ
が
三

人
に
な
る
予
定
で
す
。
何
か
い
い

こ
と
が
あ
り
そ
う
な
年
に
思
え
ま

す
。

　

私
は
、
市
教
育
委
員
会
が
主
催

す
る
女
性
セ
ミ
ナ
ー
の
三
期
生
で

す
。
環
境
や
福
祉
問
題
の
ほ
か
、

い
ろ
い
ろ
知
り
た
い
事
、
聞
き
た

い
事
の
講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

自
分
た
ち
で
企
画
・
運
営
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
ご
み
と
リ
サ
イ
ク

ル
問
題
に
取
り
組
み
、
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
や
市
外
の
企
業
の
視

察
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

当
市
で
は
ま
だ
ま
だ
リ
サ
イ
ク
ル

意
識
の
浸
透
が
徹
底
さ
れ
て
い
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
は
、
主
婦
に
と
っ
て
大
変
有
意

義
な
も
の
で
し
た
。

　

今
年
は
、
も
う
少
し
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
仲
間
と
一

緒
に
魅
力
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



り然を憚びホ環墳を9ろう

天然記念物

「本願清水イトヨ生息地」整備に着手

生
態
保
護
と
観
察
施
設
の
建
設
な
ど

　

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
陸
封
型
イ
ト
ヨ
の
生
息
地
の
南
限

と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
（
昭
和
九
年
）
さ
れ
て

い
る
「
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
生
息
地
」
の
整
備
に
着
手
し
ま

し
た
。
文
化
財
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
水
環
境
保
全
の
啓

発
と
イ
ト
ヨ
の
生
息
保
護
が
目
的
で
、
平
成
十
年
度
か
ら

三
ヵ
年
計
画
、
約
三
億
五
千
万
円
の
事
業
費
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

心
配
さ
れ
る
絶
滅

　

当
市
は
、
全
国
的
に
も
地
下
水

の
豊
富
な
所
で
し
た
が
、
昭
和
三

十
年
代
後
半
か
ら
次
第
に
水
位
が

低
下
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
願
清
水
に
お
い
て
も
、
四
十
年

代
に
な
る
と
水
が
枯
渇
す
る
時
期

が
見
ら
れ
、
イ
ト
ヨ
の
生
息
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

市
で
は
イ
ト
ヨ
の
絶
滅
を
防
ご

う
と
、
池
の
改
修
や
地
下
水
の
ポ

ン
プ
ア
ッ
プ
な
ど
水
枯
れ
に
対
処

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
水
位

が
低
い
た
め
に
本
来
な
ら
水
が
わ

き
出
る
場
所
か
ら
漏
水
す
る
と
い

う
現
象
が
起
こ
り
、
夏
場
に
水
温

が
上
昇
し
た
り
青
藻
が
繁
殖
し
た

り
す
る
た
め
、
大
規
模
な
改
修
が

望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

活
用
と
保
護
の
共
存

天
然
記
念
物
は
貴
重
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
公
開
し
た
り
活
用

し
た
り
す
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
る
程
度
人
間
の
手

を
加
え
な
け
れ
ば
維
持
で
き
な
い

自
然
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
、
天
然
記
念
物
を
地
域
固

有
の
財
産
と
考
え
一
種
の
博
物
館

（
エ
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
と
み

な
し
て
、
生
涯
教
育
や
環
境
教
育

の
場
と
し
て
活
用
す
る
試
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
放
置
し
て
消
滅

さ
せ
る
よ
り
、
整
備
・
活
用
を
行

っ
て
保
全
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

本
願
清
水
も
国
の
補
助
を
受

け
、
昨
年
整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。

現
在
の
水
量
で
工
夫

　

計
画
は
、
本
願
清
水
と
西
側
に

隣
接
す
る
用
地
二
千
九
百
平
方
封

を
使
っ
て
、
イ
ト
ヨ
の
野
外
観
察

施
設
、
学
習
・
観
察
施
設
な
ど
の

整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
願
清
水
は
、
生
息
池
と
し
て

改
修
し
ま
す
。
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
の

陸封型のイトヨ

　

イトヨはトゲウオ科の魚で、通常海にすみ産卵時

に川をさかのぼります。当市に生息するイトヨは海

へ下らず、一生を淡水中で過ごす陸封型（淡水型）

です。体長は約5Vで、雌雄とも体色は緑褐色、背

に3本、腹部としりにそれぞれ1対の硬い針状のと

げがあり、常に水温がセ氏15度ぐらいで、水草の茂

った湧水池を好みます。陸封型のものは、北緯35度

以北に分布しますが、本願清水以外にも当市では義

景清水、また福島県の会津地方や栃木県の那須地方

などに生息しています。



水
量
は
現
在
と
同
じ
毎
分
四
百
五

上
原
と
し
、
漏
水
を
防
ぐ
た
め
に

防
水
シ
ー
ト
を
池
の
底
全
面
に
張

り
、
そ
の
上
に
砂
や
砂
利
な
ど
を

敷
き
詰
め
、
イ
ト
ヨ
や
水
生
昆
虫

の
生
息
環
境
を
形
成
し
ま
す
。
こ

れ
に
は
自
然
の
わ
き
水
を
生
か
す

工
夫
が
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ボ

ー
ド
ウ
オ
ー
ク
（
板
で
作
っ
た
歩

道
）
が
設
置
さ
れ
、
イ
ト
ヨ
を
間

近
で
観
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ボ
ー
ド
ウ
オ
ー

ク
は
、
水
温
の
上
昇
を
防
ぐ
役
割

も
果
た
し
ま
す
。

側
面
か
ら
も
観
察

　

野
外
観
察
施
設
で
は
、
生
息
池

の
下
流
側
に
観
察
池
が
設
け
ら
れ

池
を
渡
る
二
つ
の
橋
や
観
察
デ
ッ

キ
か
ら
イ
ト
ヨ
を
間
近
に
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

学
習
・
観
察
施
設
は
、
管
理
棟

と
学
習
棟
、
観
察
・
研
究
棟
の
三

棟
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
学
習
棟
で

は
、
水
の
歴
史
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

や
地
下
水
に
関
す
る
情
報
・
紹
介

コ
ー
ナ
ー
、
映
写
会
・
学
習
会
・

発
表
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設

け
ら
れ
ま
す
。
観
察
・
研
究
棟
で

は
、
研
究
飼
育
室
で
の
イ
ト
ヨ
の

飼
育
が
一
部
公
開
さ
れ
た
り
、
地

下
に
設
置
し
て
あ
る
ガ
ラ
ス
窓か

ら
観

察
池
の

イ
ト
ヨ

を
側
面

か
ら
見

た
り
す

る
こ
と

が
で
き

ま
す
。

完
成
は
1
3
年
春
の
予
定

　

施
設
の
西
側
に
は
、
大
型
バ
ス

と
乗
用
車
が
数
台
駐
車
で
き
る
駐

車
場
と
駐
輪
場
が
設
け
ら
れ
ま

す
。
施
設
に
は
、
本
願
清
水
横
の

県
道
側
と
西
の
駐
車
場
側
か
ら
入

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
の
建
設
は
、
イ
ト
ヨ

の
生
態
や
水
環
境
な
ど
を
学
び
な

が
ら
そ
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
目
的
で
、
完
成
後
は
、

保
全
・
保
護
の
巾
民
レ
ベ
ル
で
の

活
動
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

完
成
は
、
平
成
上
三
年
の
春
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

イメージスケッチ

助役と収入役が再任

前田佳一助役小林時彦収入役

　

第298回市議会臨時議会が昨年11月27日に開

かれ、任期満了となる助役（12月9日満了）と収

入役（11月30日満了）の選任が行われました。

　

助役には前田佳一氏（62歳・天神町）が、収入

役には小林時彦氏（61歳・牛ヶ原）が、いずれも

それぞれ再任されました。

　

両氏とも平成6年にそれぞれ助役と収人役に就

任し、2期目となります。

地
下
水
保
全

2
1
世
紀
プ
ラ
ン
を
作
製

資
料
を
集
大
成

　

こ
の
ほ
ど
市
で
は
、
「
越
前
大

野
『
地
下
水
の
郷
』
～
地
下
水
保

全
2
1
世
紀
プ
ラ
ン
～
」
を
作
製
し

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
昭
和
四
上
年
代
か
ら

市
街
地
の
地
下
水
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
な
調
査
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
系
統
・
総

合
的
に
集
約
し
、
図
表
や
写
真
な

ど
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
い
冊
子

に
ま
と
め
ま
し
た
。
作
成
で
は
、

平
成
八
年
度
に
設
置
さ
れ
た
市
地

下
水
対
策
審
議
会
や
専
門
部
会
な

ど
で
素
案
の
審
議
に
当
た
っ
て
き

ま
し
た
。

将
来
の
方
向
性
を
提
示

　

プ
ラ
ン
は
、
水
と
人
々
の
暮
ら

し
と
の
か
か
わ
り
を
歴
史
的
な
視

点
か
ら
取
り
L
げ
た
プ
ロ
ロ
ー
グ

か
ら
始
ま
り
、
四
つ
の
章
と
資
料

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
一
章
で
は
大
野
盆
地
の
自
然

と
地
下
水
に
つ
い
て
、
第
二
章
で

は
人
と
地
下
水
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
、
第
三
章
で
は
市
水
資
源

計
画
に
記
述
さ
れ
た
地
下
水
の
現

状
と
課
題
や
水
需
要
の
予
測
と
対

策
に
つ
い
て
、
第
四
章
で
は
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
地
下
水
保
全

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

記
載
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
で
は
、
子
孫
に
誇
れ
る

「
地
下
水
の
郷
」
創
設
を
目
指
す

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
市
と
市

民
が
と
も
に
地
下
水
を
見
直
し
、

敬
い
、
新
し
い
水
源
を
見
い
出
そ

う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
下
水
保
全
条
例
に
よ
る
規
制
や

地
下
水
か
ん
養
の
推
進
な
ど
を
示

す
と
と
も
に
、
市
や
市
民
、
事
業

者
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
定

め
て
い
ま
す
。

　

冊
子
は
、
市
の
行
政
資
料
室
や

図
書
館
、
各
公
民
館
、
学
校
な
ど

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



2
月
1
4
日
に
投
開
票

J
J
会
丿
員
回
り

　

任
期
満
了
（
2
月
2
0
日
）
に
伴

う
市
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
が
、

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

告
示
2
月
7
日
2

投
票
2
月
1
4
日
2
午
前
7
時
～

　

午
後
8
時

開
票
2
月
1
4
日
2
午
後
9
時
3
0

　

分
～
（
有
終
会
館
）

2
地
区
で
投
票
時
間
変
更

　

降
雪
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
次

の
2
投
票
所
で
投
票
時
間
が
繰
り

上
げ
ら
れ
ま
す
。

投
票
所
六
呂
師
小
学
校
（
第
2
4

投
票
所
）
、
ふ
る
さ
と
自
然
の

家
（
第
2
5
投
票
所
）

繰
り
上
げ
の
時
間
い
ず
れ
も
午

　

後
7
時
ま
で

2
月
7
日
か
ら
不
在
者
投
票

　

投
票
日
に
、
何
か
の
都
合
で
投

票
で
き
な
い
場
合
に
は
、
不
在
者

投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券

が
配
付
さ
れ
て
い
れ
ば
、
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
あ

て
に
送
付
し
ま
す
。
送
付
さ
れ
た

投
票
用
紙
を
滞
在
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
持
参
し
、
不
在
者
投
票

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
2
月
7
日
2
～
1
3

　

日
①
の
毎
日
午
前
8
時
3
0
分
～

　

午
後
8
時

場
所
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

　

局
（
市
役
所
別
館
第
1
会
議
室
）

立
候
補
予
定
の
皆
さ
ん
へ

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会
と
立
候

補
届
け
出
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会
1
月
2
0

　

日
2
午
後
1
時
3
0
分
～
（
有
終

　

会
館
3
0
5
・
3
0
6
に
万
室
）

立
候
補
届
け
出
2
月
7
日
⑥
午

　

前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
（
市

　

役
所
3
階
大
会
議
室
）

選
挙
費
用
の
一
部
を

　
　

公
費
で
負
担
し
ま
す

　

公
職
選
挙
法
に
よ
り
選
挙
運
動

用
通
常
は
が
き
、
ま
た
市
の
条
例

に
よ
り
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使

用
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
が
、
供
託

物
が
没
収
さ
れ
な
い
候
補
者
に
限

り
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

公
費
負
担
の
対
象
と
そ
の
限
度

額
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会

酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
r
o
a
U
1

『 勁I：r＃9 　－－ミニ’i＝’こ．’n工：S≡・f・k’・j二

．・

‘
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1一般運送契約　　

（ハイヤーなど）

各日の料金の合計金額
（同一の日については1台に限る）

各日について57，800円

2

その

ほ

かの

契
約

ア自動車借り　　
入れ契約　　
（レンタル）

各日の料金の合計金額
（同一の日については1台に限る）

各日について　　
15，000円

①契約の相手方が生計を一にする親族　

である場合は、その者が当該契約に　

係る業務を業として行う者に限る

21（一般運送契約）を選択した日　

数は2（その他の契約）の計算では　

選挙運動の日数から除いて計算する

イ燃料供給の　　
契約

燃料の代金　
（代替車を含む）

7，210円×
選挙運動の日数

ウ運転手雇用　　
の契約

報酬の合計金額
（同一の日については1人に限る）

各日について　　
11，200円

」－

｀Ｅ

　当該候補者を通じて、作成単価（右に示した単価の

限度額以内）に作成枚数（ポスター掲示場以内の作成

枚数）を乗じた金額

ポスター掲示場設置予定数183ヵ所

、489円50銭×ポスター掲示場の数＋90，000円単価＝

ポスター掲示場の数

桑森邦夫県議が死去

　

大野市・大野郡選挙

区選出の県議会議員、

桑森邦夫氏が日月21

日、心室細動のため福

井県立病院で亡くなら

れました。享年は74歳。

　

氏は、昭和38年から42年2月まで市議会議

員を1期務めた後、42年4月に県議会議員に

初当選し、54年までの3期と58年から現在ま

で（通算して7期目）務められました。県議

会議員の在任中には議長を務めたほか、予算

特別委員長や議会運営委員長などを歴任し、

現在は公営企業会計特別委員長を務めていま

した。これからますますの活躍が期待される

中、任期途中でのふ報でした。

　

謹んでごめい福をお祈りします。
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l判9nヨ姻1ざ開催

i瘍ば六呂師高原ズ黒毎瑞

　

第42回市民総合体育大会冬季大会スキー競技会が、次のとlおり開催さ

刺主す。地区を代表する選手に象温ない声援を送ってください。

日
時
2
月
7
日
⑩
午
前
9
時
開

　

会
式

場
所
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場

競
技
種
目
▼
第
1
部
（
一
般
・

　

地
区
対
抗
）
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

　

ラ
ロ
ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

　

ー
・
リ
レ
ー
▼
第
2
部
（
中
学

　

校
・
学
校
対
抗
）
シ
ャ
イ
ア
ン

　

ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン

　

ト
リ
ー
・
リ
レ
ー
▼
第
3
部

　

（
学
童
・
個
人
競
技
）
ス
ラ
ロ

　

ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

参
加
資
格
●
平
成
H
年
1
月
1

　

日
以
降
市
内
の
各
地
区
体
育
協

　

会
管
内
に
居
住
す
る
人
。
た
だ

　

し
、
全
日
制
・
定
時
制
高
校
3

　

年
生
以
下
は
除
く
●
中
学
校
は

　

大
野
市
中
学
校
体
育
連
盟
規
定

　

に
よ
る
●
第
3
部
は
市
内
小
学

　

校
に
在
籍
す
る
児
童
と
し
、
保

　

護
者
の
同
意
を
得
て
責
任
者
同

　

伴
で
参
加
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先
市
教
育
委
員
会

　

ス
ポ
ー
ツ
課
「
第
幻
一
回
市
民
総

　

合
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー

　

競
技
会
」
事
務
局
（
容
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
［
に
a
（
j
l
）

●
市
民
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会

日
時
1
月
1
7
日
⑩
午
前
9
時
～

場
所
有
終
会
館

種
目
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
女
7

　

シ
ン
グ
ル
ス
（
1
部
・
2
部
）
、

　

混
合
ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格
市
民
ま
た
は
市
内
の

　

事
業
所
に
勤
務
す
る
人

参
加
料
無
料

申
込
締
切
日
1
月
H
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

　

西
川
エ
ツ
子
さ
ん
（
中
野
a

　

6
5
・
r
D
I
I
（
x
）
）

●
第
7
回
市
ス
ー
パ
ー

　
　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

日
時
2
月
2
8
日
⑥
午
前
9
時
～

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

参
加
資
格
市
内
小
学
生
（
3
年

　

生
以
上
）

競
技
方
法
レ
ベ
ル
別
リ
ー
グ
・

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

レ
ベ
ル
部
門
A
＝
5
・
6
年
男

　

子
の
部
、
B
＝
3
・
4
年
男
子

　

の
部
、
C
＝
全
学
年
混
成
の
部

参
加
料
I
人
1
0
円
（
保
険
料
）

チ
ー
ム
編
成
監
督
（
成
人
）
1

　

人
、
選
手
7
人
、
補
欠
選
手
5

　

人
以
内

参
加
チ
ー
ム
数
各
部
と
も
先
着

　

1
6
チ
ー
ム

申
込
締
切
日
2
月
1
2
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

施設
スポット

但 大野市郷土歴史館

　

郷
土
歴
史
館
は
、
明
治
二
十
二

（
一
八
八
九
）
年
、
大
野
治
安
裁

判
所
と
し
て
旧
柳
町
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
三

（
一
九
六
八
）
年
ま
で
地
方
裁
判

所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の

を
、
同
年
、
現
在
の
柳
廼
社
境
内

に
移
築
さ
れ
た
由
緒
あ
る
建
物
で

す
。
明
治
時
代
の
中
期
に
は
、
当

館
の
よ
う
に
和
風
の
外
観
を
持
っ

た
裁
判
所
が
各
地
に
建
て
ら
れ
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
県
内
唯

一
の
建
築
物
と
な
り
ま
し
た
。

移
築
さ
れ
た
昭
和
四
十
三
年

に
は
、
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
の
に
お
い
が
漂
う
郷

土
歴
史
館
に
は
、
大
野
の
自

然
を
知
る
手
掛
か
り
や
、
自

然
に
密
着
し
た
人
情
味
豊
か

な
文
化
の
薫
り
が
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
展
示
物

は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
徐

々
に
姿
を
消
し
、
今
で
は
ほ

と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

古
い
道
具
類
や
民
芸
品
な
ど
で
す
。

私
た
ち
の
先
祖
が
、
ど
の
よ
う
に

自
然
と
共
存
し
な
が
ら
生
活
の
糧

を
得
て
き
た
か
、
ど
の
よ
う
に
し

て
温
か
い
人
情
が
培
わ
れ
て
き
た

か
を
知
る
に
は
、
最
も
適
し
た
施

設
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
の
入
館
者
は
、
ほ
と
ん
ど

が
県
外
、
市
外
の
観
光
客
と
社
会

科
学
習
の
市
内
小
学
生
で
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
来
館
し
て

く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
平
日
＝
午
前
9
時
～

　

午
後
4
時
、
日
曜
・
祝
日
＝
午

　

前
9
時
～
午
後
5
時

休
館
日
4
月
～
H
月
＝
月
曜
日

　

と
祝
日
の
翌
日
、
1
2
月
～
3
月

　

＝
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

入
館
料
大
人
1
0
0
円
・
小
人

　

5
0
円
（
団
体
割
引
あ
り
）

問
い
合
わ
せ
先
市
郷
土
歴
史
館

　

（
豊
6
6
・
0
2
3
8
）
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リハビリピ・ツク

在
宅
療
養
の
人
も
I
緒
に

　
　
　
　
　
　
　

楽
し
ん
で
い
ま
す

　

市
で
は
老
人
保
健
法
に
よ
る
保
健
事
業
で
、
リ
ハ
ビ
リ

（
機
能
訓
練
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
日
は
毎
週
月

曜
日
と
金
曜
日
で
す
が
、
年
に
四
回
は
、
訓
練
だ
け
で
な

く
、
訓
練
に
通
つ
て
い
る
人
と
在
宅
で
療
養
し
て
い
る
人

と
の
交
流
を
図
る
お
楽
し
み
会
「
リ
ハ
ビ
リ
ピ
ッ
ク
」
を

行
い
、
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

在
宅
者
を
送
迎

　

リ
ハ
ビ
リ
は
、
病
気
や
事
故
な

ど
で
身
体
の
機
能
が
低
下
し
て
い

る
人
を
対
象
に
、
機
能
の
維
持
・

回
復
を
図
る
こ
と
や
、
社
会
参
加

の
場
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

　

年
四
回
の
リ
ハ
ビ
リ
ピ
ッ
ク
の

日
は
、
普
段
自
分
で
は
通
っ
て
こ

れ
な
い
在
宅
の
人
を
、
保
健
セ
ン

タ
ー
職
員
が
車
で
送
迎
し
ま
す
。

笑
い
な
が
ら
運
動

　

午
前
十
時
、
メ
ン
バ
ー
が
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
っ
た
ら
リ
ハ
ビ
リ
ピ

ッ
ク
の
開
催
で
す
。
一
人
ひ
と
り

の
貴
重
な
自
分
史
の
披
露
か
ら
始

ま
り
、
生
活
介
護
研
究
所
の
坂
本

宗
久
さ
ん
の
進
行
で
、
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
の
ゲ
ー
ム
大
会
。
大
笑

い
し
な
が
ら
も
、
頭
と
体
を
い
っ

ぱ
い
使
い
ま
す
。

昼
食
は
手
料
理
で

　

正
午
、
笑
っ
て
動
け
ば
い
つ
も

よ
り
お
腹
が
す
き
ま
す
。
昼
に
は
、

食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
が

午
前
中
い
っ
ぱ
い
か
か
っ
て
作
っ

た
手
料
理
を
い
た
だ
き
ま
す
。
季

節
感
が
漂
い
食
欲
あ
ふ
れ
る
メ
ニ

ュ
ー
に
、
ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
気

分
に
な
り
ま
す
。
食
事
を
し
な
が

ら
近
況
報
告
や
雑
談
、
最
後
は
恒

例
の
全
員
集
合
写
真
で
締
め
く
く

り
で
す
。
「
ハ
イ
、
チ
ー
ズ
」
。
数

日
後
、
出
来
上
が
っ
た
写
真
を
み

る
と
、
素
敵
な
笑
み
の
顔
、
顔
、

顔
。
や
っ
ぱ
り
仲
間
っ
て
い
い
も

の
で
す
ね
。
集
え
る
場
所
が
あ
る

っ
て
、
待
っ
て
て
く
れ
る
人
が
い

る
っ
て
う
れ
し
い
で
す
ね
。

笑
顔
が
元
気
の
も
と

　

参
加
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
笑
顔

が
職
員
の
元
気
の
も
と
で
す
。
今

年
も
楽
し
い
企
画
で
、
い
い
時
間

を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
リ
ハ

ビ
リ
を
希
望
す
る
人
は
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
電
話

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ちょつと気になる栄養の話

　

正月に欠かせない節句料理のおせちには、お家

安泰、子孫繁栄、五穀豊穣などを祈願する縁起が

込められています。おとそ気分も相まって、つい

食べ過ぎてしまうことが多いのではないでしょう

か。代表的な手作りおせちのカロリーと塩分量を

見てみましょう（1人分当たり）。

卸リー（kcal）塩分（g）

黒豆（20粒） 210 1．2

数の子（1本） 40 1．0

海老の旨煮（2尾） 58 1．1

だし巻き卵（3切れ） 103 0．5

栗きんとん（2個） 260 0．3

かまぼこ（3切れ） 39 1．0

　

食べ過ぎは、カロリ一や塩分の取り過ぎになり

ます。また、栄養バランスのよい食材を使つてい

るおせち料理ですが、野菜は不足しがちです。筑

前煮や紅白なますなどの野菜料理を加えて、バラ

ンスよく食べましょう。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（容65・7333）
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日本酒の種類

飲み方で選択を

　

正
月
の
お
と
そ
に
始
ま
り
、
鏡
開
き
、
晩
酌
で
の
一
杯

な
ど
、
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
に
密
着
し
て
い
る
日
本

酒
（
清
酒
）
で
す
が
、
そ
の
わ
り
に
知
ら
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
や
れ
、
吟
醸
だ
、
純
米
だ
、
い
や
冷
や
が

い
い
と
、
い
ろ
い
ろ
な
声
を
聞
き
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

違
い
が
あ
る
の
で
し
よ
う
か
。

原
料
や
製
造
方
法
で
分
類

　

日
本
酒
の
種
類
は
、
原
料
や

製
造
の
方
法
の
違
い
に
よ
り
分
類

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
く
、
特
定

名
称
の
「
吟
醸
酒
」
「
純
米
酒
」

「
本
醸
造
酒
」
と
い
う
三
種
類
と
、

名
称
の
付
か
な
い
「
普
通
酒
」
の

四
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

吟
醸
酒
精
米
歩
合
が
六
〇
％
以

　

下
の
白
米
、
米
こ
う
じ
、
水
ま

　

た
は
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
を
原
料

　

と
し
て
吟
味
し
て
造
っ
た
酒

純
米
酒
精
米
歩
合
が
七
〇
％
以

　

下
の
白
米
、
米
こ
う
じ
、
水
だ

　

け
で
造
る
酒

本
醸
造
酒
精
米
歩
合
が
七
〇
％

　

以
下
の
白
米
、
米
こ
う
じ
、
醸

　

造
ア
ル
コ
ー
ル
、
水
を
原
料
に

　

し
た
酒

　

さ
ら
に
特
定
名
称
の
日
本
酒
は
、

精
米
歩
合
や
原
料
の
種
類
な
ど
に

よ
り
、
表
の
よ
う
に
八
種
類
に
分

類
で
き
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
用
語

精
米
歩
合
白
米
の
玄
米
に
対
す

　

る
重
量
割
合
の
こ
と
で
、
米
を

と
ぐ
こ
と
が
お
い

し
さ
の
秘
訣

醸
造
ア
ル
コ
ー
ル

　

で
ん
粉
物
質
や
含

　

糖
物
質
か
ら
造
ら

　

れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
。

　

白
米
の
I
〇
％
以

　

下
の
割
合
で
吟
醸

　

酒
や
本
醸
造
酒
に

　

使
用
。
す
っ
き
り

　

し
た
吟
醸
の
香
味

　

を
引
き
出
す

吟
醸
造
り
蔵
元
の

　

技
術
開
発
か
ら
生

　

ま
れ
た
造
り
で
、

　

特
別
に
吟
味
し
て

　

醸
造
す
る
こ
と
。

　

よ
く
精
米
し
た
白

　

米
を
低
温
で
ゆ
っ

　

く
り
発
酵
さ
せ
、

　

か
す
の
割
合
を
高

　

く
し
、
特
有
な
芳

　

香
を
発
す
る
よ
う

　

に
醸
造
し
ま
す

　

例
え
ば
、
純
米
吟

醸
酒
と
い
え
ば
吟
醸
造
り
を
し
て

い
る
純
米
酒
の
こ
と
で
、
原
料
に

ア
ル
コ
ー
ル
を
添
加
し
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
米
の
味
と
香
り
を
引

き
出
す
こ
と
が
第
一
の
吟
醸
酒
で

は
、
香
味
を
際
立
た
せ
る
た
め
に

醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
を
入
れ
ま
す
。

冷
や
、
常
温
、
熱
か
ん

　

最
近
、
若
い
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
フ
ル
ー
テ
ィ
な
香
り
の
よ

い
吟
醸
酒
で
冷
や
し
て
飲
む
タ
イ

プ
の
も
の
が
増
え
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
男
性
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
添

加
し
た
本
醸
造
よ
り
も
純
米
酒
を

志
向
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

冷
や
で
飲
む
な
ら
吟
醸
酒
か
生

酒
（
出
荷
す
る
ま
で
熱
処
理
を
せ

ず
貯
蔵
し
た
酒
）
、
常
温
で
は
純

米
酒
、
か
ん
に
す
る
な
ら
純
米
酒

や
本
醸
造
酒
が
お
勧
め
の
よ
う
で

す
。

日本酒（清酒）の種類と表示

特定名称の清酒の種類と表示

特定名称 使用原料 精米歩合 香味などの要件

吟醸酒
　米、米こうじ

醸造アルコール
60％以下

　　　吟醸造り
固有の香味、色沢が良好

大吟醸酒
　米、米こうじ
醸造アルコール 50％以下

　　　　吟醸造り
固有の香味、色沢が特に良好

純米酒 米、米こうじ 70％以下 香味、色沢が良好

純米吟醸酒 米、米こうじ 60％以下
　　　吟醸造り

固有の香味、色沢が良好

純米大吟醸酒 米、米こうじ 50％以下
　　　　吟醸造り

固有の香味、色沢が特に良好

特別純米酒 米、米こうじ
60％以下または特別な
製造方法（要説明表示）

香味、色沢が特に良好

本醸造酒
米、米こうじ

醸造アルコール
70％以下 香味、色沢が良好

特別本醸造酒
米、米こうじ

醸造アルコール

60％以下または特別な
製造方法（要説明表示）

香味、色沢が特に良好

（国税庁「酒のしおり」より）

消對＝喇ご開すyT岬肺は消費都：：諦ヤンターヘ容66・1111！；哺464
rキ冷゛薪

生活祓：｜竟SOI



市民⑩

ページ

一
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

良い年でありますように

　

（旧内山家の免波文瓦）

＜Iるーぶ登場 大野堂仙会

趣
味
と
健
康
の
水
墨
画

　

大
野
堂
仙
会
が
発
足
し
た
き
っ

か
け
は
、
現
在
も
会
で
水
墨
画
の

指
導
を
し
て
い
る
渡
辺
さ
ん
と
の

出
会
い
で
し
た
。

　

気
の
合
っ
た
仲
間
が
集
ま
っ
て

い
た
酒
の
席
に
、
渡
辺
さ
ん
が
訪

れ
水
墨
画
の
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
以
前
か
ら
水
墨
画
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
仲
間
の
一
人
が
、

「
水
墨
画
を
習
っ
て
み
よ
う
」
と

呼
び
か
け
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

平
成
六
年
六
月
に
、
六
人
の
仲

間
で
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。
現

在
の
会
員
は
、
十
八
人
で
す
。

　

活
動
は
水
墨
画
教
室
が
中
心
と

な
り
ま
す
が
、
写
生
会
や
懇
親
会

も
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
作
品
の
発
表
展
示
会
も
開
催

し
、
平
成
十
年
十
一
月
に
第
二
回

水
墨
画
展
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
活
動
は
、
す
べ
て
会
員
の
手

で
企
画
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

発
足
時
か
ら
の
会
員
に
は
、
大

作
を
仕
上
げ
て
、
県
美
術
展
に
出

品
す
る
ま
で
に
上
達
し
た
人
も
い

ま
す
が
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ

ー
ス
で
水
墨
画
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
大
野
公
民
館
で
行
う
水
墨
画

の
教
室
に
は
、
昼
の
部
と

夜
の
部
が
あ
り
、
会
員
の

都
合
に
あ
わ
せ
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
好
評
で

す
。

　
　

「
水
墨
画
は
、
日
本
人

に
な
じ
み
が
深
い
筆
と
墨

を
使
う
の
で
、
心
が
落
ち

着
き
ま
す
。
ま
た
、
写
生

会
な
ど
で
自
然
と
接
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
健
康

に
も
い
い
で
す
ね
。
水
墨

画
を
始
め
て
か
ら
、
山
や

木
、
草
花
な
ど
普
段
何
気

な
く
見
て
い
た
も
の
を
よ

く
見
る
よ
う
に
な
り
、
感

性
が
豊
か
に
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
」
と
、
楽

し
そ
う
に
ほ
ほ
笑
む
事
務
局
の
北

野
さ
ん
で
し
た
。

　

大
野
堂
仙
会
で
は
、
入
会
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
水
墨
画
に
興

味
が
あ
る
人
は
、
北
野
和
代
さ
ん

（
容
6
6
・
3
0
3
1
）
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

『
越
前
若
狭
水
先
案
内
』

　

昨
年
十
月
、
「
酒
乃
國
フ
ォ
ー

ラ
ム
ー
N
奥
越
前
」
が
大
野
、
勝

山
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

酒
蔵
の
見
学
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

で
、
蔵
元
に
足
を
運
ば
れ
た
人
も

い
ら
つ
し
や
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
本
は
、
福
井
県

の
地
酒
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

地
酒
を
生
ん
だ
自
然
風
土
も
、
し

つ
か
り
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

酒
造
り
の
三
大
要
素
は
、
「
米
」

と
「
水
」
と
「
人
」
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
福
井
県
の

酒
米
生
産
量
は
、
兵
庫
県
、
新

潟
県
に
次
ぐ
全
国
第
三
位
（
平

成
五
年
）
で
、
「
五
百
万
石
」

と
い
う
酒
米
の
銘
柄
で
は
、
全

国
一
の
生
産
量
で
す
。

　

県
内
に
は
、
当
市
の
「
御
清

水
」
や
上
中
町
の
「
瓜
割
り
の

滝
」
に
代
表
さ
れ
る
、
お
い
し

い
水
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
蔵
元
に
は
、
酒
造
り
の

中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る

優
れ
た
杜
氏
が
い
ま
す
。
杜
氏
は
、

酒
蔵
の
最
高
責
任
者
と
な
り
、
蔵

人
と
共
に
酒
の
醸
造
に
携
わ
り
ま

す
。
杜
氏
が
変
わ
る
と
、
酒
が
変

わ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
杜
氏
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
、

同
じ
蔵
、
同
じ
水
、
同
じ
酵
母
を

使
っ
て
も
同
じ
酒
は
で
き
な
い
の

だ
と
か
。
酒
造
り
は
一
種
の
芸
術

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

県
内
酒
造
業
者
の
団
体
で
あ
る

福
井
県
酒
造
組
合
連
合
会
に
加
入

し
て
い
る
蔵
元
は
、
五
十
余
り
と

結
構
多
い
の
で
す
が
、
製
造
規
模

が
小
さ
い
こ
と
や
桶
売
り
へ
の
依

存
度
が
高
い
た
め
に
、
出
荷
量
は

少
な
い
そ
う
で
す
。

　

福
井
の
酒
は
、
全
般
に
や
や
辛

口
淡
麗
で
あ
る
と
か
・
・
。
お
い

し
い
お
酒
を
召
し
上
が
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
a

　

6
5
・
5
5
0
0
）

　

1’『越前若狭ぶ皐鴬内』

福鼎県酒造組寥連召隋編
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11171；？F111



小中学生万……い「税に1麹する際語」コジり袖几

最優秀賞と中学i面部）と優秀賞………（，j・1！生の部）

心機歌

　

小中学生の「税に関する標語」コンクールで、尚徳中学校の石垣君が最優秀賞、

小山小学校の安間さんが優秀賞に選ばれました。このコンクールは、少年少女たち

に税に関する意識を高めてもらおうと、県が毎年募集しているもので、平成10年の

応募総数は1万3千点余りありました。

中
学
生
の
部
最
優
秀
賞

お
さ
め
よ
う

　

国
の
未
来
と
人
の
た
め

宿圀・y91融蘇暇細則鴫

　

石
垣
君
は
、
小
学
校
の
こ
ろ
か

ら
野
球
を
続
け
て
い
る
「
野
球
少

年
」
で
す
。
昨
年
七
月
に
開
催
さ

れ
た
第
三
十
六
回
県
中
学
校
夏
季

総
合
競
技
大
会
で
、
尚
徳
中
学
校

の
野
球
部
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

そ
め
と
き
は
、
石
垣
君
も
メ
ン
バ

ー
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

標
語
は
、
社
会
科
の
授
業
で
考

え
た
も
の
で
す
。
「
税
金
に
つ
い

て
直
接
感
じ
る
の
は
、
消
費
税
で

す
。
缶
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
買
っ
た

と
き
に
、
感
じ
る
ぐ
ら
い
で
し
た

が
、
先
生
か
ら
税
に
関
す
る
標
語

を
つ
く
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
、
ち

ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
し
た
。
受
賞

し
た
標
語
は
、
参
考
例
な
ど
を
見

て
い
て
〃
パ
ツ
と
ひ
ら
め
い
た
も

の
で
す
。
自
分
で
は
、
そ
ん
な
に

一
生
懸
命
考
え
た
と
思
っ
て
い
な

い
の
で
、
受
賞
の
連
絡
が
あ
っ
た

と
き
は
、
も
っ
と
一
生
懸
命
考
え

た
人
に
悪
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
」
と
石
垣
君
は
、
照
れ
く
さ
そ

’
つ
。

　
　

「
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な

の
で
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
し

ま
す
。
休
み
時
間
に
は
、
サ
ッ
カ

ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
で

友
だ
ち
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
で

も
、
や
っ
ぱ
り
野
球
が
一
番
で
す

ね
。
高
校
へ
進
学
し
て
も
、
野
球

を
続
け
る
つ
も
り
で
す
。
野
球
部

で
の
活
動
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、

勉
強
の
合
間
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
素

振
り
を
し
て
、
体
を
動
か
し
て
い

る
ん
で
す
よ
」
受
賞
の
コ
メ
ン
ト

は
控
え
め
で
し
た
が
、
野
球
の
話

で
は
目
を
輝
か
せ
る
石
垣
君
。
こ

れ
か
ら
の
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

小
学
生
の
部
優
秀
賞

税
金
は

　

地
球
を
守
る
栄
養
素｀

四
詣回

伽

　
　

「
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
と
聞
い

た
と
き
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た

が
、
後
か
ら
と
て
も
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
」
と
笑
顔
の
安
間
さ
ん

は
、
小
学
三
年
生
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
活
動
を
続
け
て
い
る
、

ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
な
女
の
子
。

　

標
語
は
、
夏
休
み
に
考
え
た
も

の
で
す
。
「
最
初
の
。
税
金
は
地

球
を
守
る
’
ま
で
は
、
す
ぐ
に
思

い
付
き
ま
し
た
。
少
し
の
お
金
で

も
、
一
人
ひ
と
り
の
納
め
る
税
金

が
集
ま
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
お
金

に
な
り
、
大
き
な
力
に
な
る
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
今
、
環
境
の
こ

と
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

地
球
の
環
境
を
大
切
に
し
て
い
く

に
は
、
大
き
な
力
が
必
要
で
、
そ

の
力
に
な
る
の
が
税
金
だ
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
で
も
、
そ
の
後
に

続
く
言
葉
が
、
な
か
な
か
決
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
考
え

て
最
後
に
、
力
を
出
す
た
め
に
必

要
な
栄
養
と
い
う
こ
と
で
〃
栄
養

素
″
に
し
ま
し
た
」
と
、
照
れ
る

安
間
さ
ん
。
学
校
で
給
食
委
員
と

し
て
、
給
食
の
献
立
を
計
画
し
た

り
、
み
ん
な
の
好
き
嫌
い
調
査
を

行
っ
た
り
し
て
い
る
安
間
さ
ん
だ

か
ら
こ
そ
、
考
え
ら
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

「
も
う
す
ぐ
小
学
校
も
卒
業
で

す
が
、
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
み
ん
な

と
の
思
い
出
を
、
い
っ
ぱ
い
つ
く

っ
て
お
き
た
い
で
す
。
一
月
に
行

わ
れ
る
ス
キ
ー
の
宿
泊
研
修
は
、

今
か
ら
楽
し
み
で
す
」
と
、
元
気

な
安
間
さ
ん
。
よ
い
思
い
出
が
で

き
る
と
い
い
で
す
ね
。

お
知
ら
せ

…
志
賀
高
原
で

　
　

ス
キ
ー
レ
ッ
ス
ン

　

ス
ノ
ー
パ
ウ
ダ
ー
の
志
賀
高
原

を
み
ん
な
で
一
緒
に
滑
つ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

希
望
者
は
、
大
野
市
ス
キ
ー
連

盟
の
会
員
に
よ
り
ス
キ
ー
の
レ
ッ

ス
ン
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
程
2
月
2
6
日
②
午
後
1
0
時

　
　

（
大
野
駅
前
集
合
・
出
発
）
～

　

2
月
2
8
日
2
午
後
9
時
3
0
分
ご

　

ろ
（
大
野
駅
前
着
）
・
2
泊
3

　

日
（
車
中
1
泊
）

行
き
先
志
賀
高
原
ス
キ
ー
場

参
加
料
2
5
0
0
0
円
（
夕
食

　

1
回
と
朝
食
1
回
付
き
、
リ
フ

　

ト
代
な
ど
個
人
経
費
は
別
）

定
員
先
着
3
5
人

宿
泊
先
発
哺
温
泉
（
2
月
2
7
日

　

1
泊
）

準
備
物
ス
キ
ー
用
具
1
式

申
し
込
み
方
法
参
加
料
を
添
え

　

て
申
し
込
み
先
へ

締
め
切
り
2
月
1
0
日
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
ス
キ
ー
連
盟
、
橋
本
盛
公

　

さ
ん
（
田
野
H
－
5
豊
6
5
・

　

3
4
8
4
）
ま
た
は
高
見
健
治

　

さ
ん
（
蕨
生
1
3
－
3
7
豊
6
5
・

　

2
1
4
1
）



みんな7F楽しく

交流会や実技体験

　

11月中、市内の小学校で交流会や実技体験などが行わ

れました。どの行事も、とても楽しそうでした。

1
1
月
1
5
日
・
小
山
小
学
校

1
1
月
2
5
日
・
阪
谷
小
学
校

辺際図面仁Mmt．た心図1

使づ
爺闘滋・癩

1
1
月
2
1
日
・
乾
側
小
学
校

　yEli？

会」＿岫吋｜ば打ち体験ヤ4禰a亀

1
1
月
2
1
日
・
蕨
生
小
学
校

臓難影溺ii

餅ぷぎ体験．・．．．、mm．”、．゜

人権を感覚として慣れよう

人権のつどい’98開催

　

12月5日、有終会館で人権のつど

い’98が開催されました。映画と講演

で、身の回りにいくらでもある「人

権の教材」に関心を持ち、人権感覚

として慣れることで、人権運動の本

当の芽が出てくると、日々の意識向

上を呼び掛けました。

77S｀りSt日々の意識参L恕巴削1

　

7－’＾｀－、輦冪；l≒jil宏史・さ711の記念講演μ

いっそうの発展を目指し7T

市サッカー協会30周年

　

有終会館で11月23日、大野市サッ

カー協会の更なる発展を目指し、創

立30周年記念式典が開かれました。元

横浜マリノス監督でサッカー解説者

の早野宏史さんが、「ワールドカッ

プから見た日本」の演題で記念講演

を行いました＿。、

市長に女性の参画提言

ネットワークが語る会

　

有終会館で12月3日、大野女性ネ

ットワークが「市長と語る会」を開

きました。参加した会員からは、女

性の社会参画やマイクロバスの導入

などについて、質問や意見が出され

ました。

ILI辺説服膏聞く剣蔭員

話循回也場j聊昨，r？7T糾郷家mi？71衝｜辱fSIF；・ヤ｜ヤ＝



話脆回底酒

躍原図

東縦貫線の早期整備へ

期待込めくい打ち式

　

’F成10年4月に部Ilj計画決定され

た束縦打線（国道157号大野バイ

パス）のくい打ち式が日月26日、南

新在家の現地で行われました。沿線

区長らが道路の中心となるくいを打

ち込み、早期整備に向けての期待を

表しました。

地域の環境を保全

砂防ダムに魚道が完成

　

12月6［］、貞名川ダム上流域の砂

防ダムの一つ雲川第‥一堰堤（えんて

い）の魚道が完成し、記念式典が行

われました。魚道は、地域の景観や

生態系の保全を目的に整備されたも

のです。

完攻？だ魚道1

森林組資「i林業膏館！」

地元産材や「森もり炭」利用

市森林組合林業会館完成

　

12月9日、大野市森林組合の新事

務所となる林業会館が完成し、式典

が開催されました。この会館は、木

造2階建てで、地元産の木材や同組

合が生産する「森もり炭」が利用し

てあります。今後、組合員らの活動

などにも利用されます。

’大阪産業：大li爾薮－iによ委

　　　　　　

心i．‥‥‥‥‥

　　

集j。4j基調講演疸細・i函゛ニ’

地域連携による発展を

中部縦貫道シンポジウム

　

中部縦貫自動車道を生かした地域づくりを考えるシンポ

ジウムがH月21日、I打文化会館で開催されました。交流圏

域の拡大により沿線地域への経済、観光面への波及効果が

期待されることから、参加した500人の人たちも、講演

や討論会を熱心に聞いていました。

地下水はみんなの財産

環境シンポジウムを開催

　　

「水（地ままド水）環境を考える」をテーマに11月28日、有

終会館で環境シンポジウムが開催されました。基調講演や

パネルディスカッションが行われ、市民約250人が参加。

「地下水はみんなの財産、水を中心とした大野の環境を守

るため、みんなで考え行動しよう」と理解を深めました。

匯iai見ヵ咄勁μ可駈2jaJI

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

1月

・
県
立
盲
学
校
高
等
部

　
　
　
　
　

生
徒
募
集

　

福
井
県
立
盲
学
校
の
高
等
部
で

は
、
平
成
H
年
度
入
学
生
の
募
集

と
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
学
科
本
科
普
通
科
、
本
科

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
受
け
付
け

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
1
月

1
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
の
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
書
は
区

長
ま
た
は
農
家
組
合
長
を
通
じ
て

配
布
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
申
請
書
を
配
布
さ
れ

な
い
人
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
権
資
格
要
件

①
大
野
市
に
住
所
を
有
す
る
人

　
　

（
平
成
H
年
1
月
1
日
現
在
）

2
満
2
0
歳
以
上
の
人

③
汐
－
以
上
の
農
地
耕
作
者
、
同

　

居
親
族
で
年
間
お
お
む
ね
6
0
日

　

以
上
の
耕
作
従
事
者

問
い
合
わ
せ
先
市
農
業
委
員
会

　

事
務
局
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
3
1
5
）

保
健
理
療
科
、
専
攻
科
理
療
科

出
願
期
間
1
月
2
6
日
収
～
2
月

　

4
日
2

入
学
選
考
試
験
2
月
2
3
日
収

合
格
発
表
2
月
2
5
日
2

入
学
条
件
な
ど
直
接
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い

出
願
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
県
立
盲
学
校
（
福
井
市
原

　

目
町
3
9
－
8
a
0
7
7
6
・

　

5
4
・
L
ト
O
C
＾
J
O
O
O
）

…
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　
　
　
　
　
　

活
用
を

　

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
や

大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
な
ど
に

人
学
、
在
学
す
る
子
弟
を
持
つ
家

庭
の
た
め
に
、
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
教

育
に
関
す
る
家
庭
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
と
、
教
育
の
機
会
均
等
な

ど
を
図
る
目
的
で
、
国
の
政
策
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
金

利
が
低
く
、
手
続
き
が
簡
単
で
安

心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
融
資
額

の
上
限
は
、
学
生
・
生
徒
一
人
に

つ
き
二
百
万
円
で
す
。

　

融
資
対
象
や
手
続
き
、
返
済
方

法
な
ど
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
国
民
金
融
公
庫

　

福
井
支
店
（
福
井
市
西
木
田
2

　

－
8
1
1
豊
0
7
7
6
・

　

3
3
・
1
7
5
5
）

…
「
就
職
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

　
　
　

掲
載
企
業
を
募
集

　

景
気
の
低
迷
で
、
雇
用
状
況
は

以
前
に
も
ま
し
て
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
将
来
的
に
は

出
生
率
の
低
下
や
急
速
な
高
齢
化

に
よ
る
労
働
力
不
足
が
お
こ
り
、

特
に
若
年
労
働
力
の
大
幅
な
減
少

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
・
長

期
的
展
望
で
み
る
と
、
こ
の
よ
う

な
変
化
に
影
響
さ
れ
な
い
人
材
の

確
保
が
必
要
で
す
。

　

奥
越
雇
用
開
発
推
進
協
議
会
で

は
、
奥
越
地
域
各
企
業
の
人
材
確

保
の
た
め
、
地
域
の
活
力
と
企
業

個
々
の
概
要
を
紹
介
す
る
「
企
業

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
刊
し
、
新

規
学
卒
者
、
一
般
U
タ
ー
ン
就
職

希
望
者
、
学
校
関
係
者
な
ど
に
対

し
広
く
周
知
す
る
予
定
で
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会

を
利
用
し
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲

載
し
ま
せ
ん
か
。

掲
載
申
込
締
切
日
1
月
2
0
日
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野
（
大
野
公
共

　

職
業
安
定
所
豊
6
6
．
2
4
0

　

8
）

●
放
送
大
学
（
教
養
学
部
）

　

4
月
入
学
の
学
生
を
募
集

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ

オ
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規

の
大
学
で
す
。
全
科
履
修
生
と
し

て
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

　

今
回
、
今
年
4
月
か
ら
授
業
を

開
始
す
る
平
成
H
年
度
第
1
学
期

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
学
資
格
1
8
歳
以
上

募
集
学
生
全
科
履
修
生
（
卒
業

　

を
目
指
す
学
生
）
、
選
科
履
修

　

生
（
1
年
間
在
学
）
、
科
目
履

　

修
生
（
6
ヵ
月
在
学
）

募
集
期
間
2
月
1
5
日
⑥
ま
で

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
放

送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

　

♀
9
1
0
－
0
0
0
5
福
井

市
大
手
3
－
H
－
1
7
県
民
会
館

内
a
0
7
7
6
・
2
2
・
6
3

6
1
）

平成12年4月1日から

介護保険制度が

　

はじまります

一「介護保険」

　　

みんなで支えて

　　　　　

安心な老後－

交通
安全

聶
び

S
R
S
（
注
）
エ
ア
バ
ッ
ク
と

　
　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
関
係

S
R
S
エ
ア
バ
ッ
グ
は
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
補
助
装
置

　

車
は
い
ろ
い
ろ
な
安
全
装
置

で
、
大
切
な
命
を
守
る
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、

基
本
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
す
。

S
R
S
エ
ア
バ
ッ
グ
装
備
車
で

も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
い
な
い
と
、
そ
の
効
果
は
半

減
し
て
し
ま
い
ま
す
。

正
し
い
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が

命
を
救
う

　

ハ
ン
ド
ル
に
し
が
み
つ
く
よ

う
な
シ
ー
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、

S
R
S
エ
ア
バ
ッ
グ
が
作
動
し

た
と
き
、
強
い
衝
撃
を
受
け
危

険
で
す
。
シ
ー
ト
を
調
整
し
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
正
し
く
着
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

S
R
S
エ
ア
バ
ッ
グ
が
作
動
し

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

・
衝
突
角
度
が
、
前
方
左
右
約

　

三
〇
度
か
ら
外
れ
た
と
き

・
追
突
さ
れ
た
と
き
、
側
面
に

　

衝
突
さ
れ
た
と
き

・
時
速
二
十
～
三
十
丿
以
下
で

　

衝
突
し
た
と
き

・
電
柱
な
ど
ポ
ー
ル
状
の
物
に

　

衝
突
し
た
と
き

・
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
な
ど
に
潜

　

り
込
ん
だ
時

・
横
転
、
転
覆
し
た
と
き

　

エ
ア
バ
ッ
グ
が
付
い
て
い
て

も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
き
ち
ん

と
着
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
注
）
S
R
S
＝
S
u
p
p
l
e
m
e
n
t
a
l

R
e
s
t
r
a
i
n
t
S
y
s
t
e
m
（
サ
プ
リ
メ
ン

タ
ル
リ
ス
レ
イ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
）
＝
乗
員
保
護
補
助
装
置



●INFORMATION

事件事故強い味方の「110番」・

　

1月10日は「110番の日」です。

　

110番は、強盗・泥棒・交通事故などの事件・事故が

発生した場合における警察への緊急連絡専用の電話です。

　

事件・事故の発生を知ったときは、1秒でも早く通報し

てください。

通報は、

・何かあったか

・いつ、どこで、現場の目標は

・犯人はどうした

・あなたの住所、氏名、電話番号

　　

をお知らせください

なお、急ぎの用件でない各種相談ごとは、大野警察署

　

（a65・0110）まで連絡してください。

警察はこうして皆さんの安全を守っています。

現場に素早く到着できるよう、

　　

ご協力お願いします。

○大野警察署の電話番号は

　

容66・3900ですが、1

　

月10日から豊65・0110

　

に変わります。

屋
根
雪
下
ろ
し
の
作
業
単
価

据
え
置
き
1
万
2
5
0
0
円

　

1
2
月
3
日
に
開
か
れ
た
市
雪
害

対
策
協
議
会
で
、
今
冬
の
屋
根
雪

下
ろ
し
標
準
作
業
単
価
が
、
次
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

基
準
作
業
単
価
1
万
2
5
0
0
円

　

こ
れ
は
屋
根
面
積
約
7
6
平
方
び

を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。
原
則
と

し
て
弁
当
・
用
具
は
作
業
す
る
人

の
持
参
で
、
交
通
費
は
求
人
者
の

実
費
負
担
で
す
。

求
職
や
求
人
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
先
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

大
野
（
大
野
公
共
職
業
安
定
所

　

豊
6
6
・
2
4
0
8
）

●
住
宅
金
融
公
庫
ロ
ー
ン
の

　

返
済
条
件
を
変
更
し
ま
す

　

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
政
府
の

緊
急
経
済
対
策
な
ど
に
基
づ
き
、

ロ
ー
ン
返
済
が
困
難
な
人
に
対
す

る
返
済
条
件
の
変
更
を
し
ま
す
。

変
更
内
容
返
済
期
間
の
延
長
、

　

元
金
据
置
期
間
の
設
定
・
金
利

　

引
き
下
げ
な
ど

受
付
期
間
平
成
口
一
年
3
月
末
日

　

ま
で

受
付
先
返
済
中
の
金
融
機
関

該
当
要
件
な
ど
直
接
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先
返
済
中
の
金
融

　

機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
北

陸
支
店
（
S
0
7
6
・
2
6

3
・
3
4
2
1
）

●
年
賀
は
が
き
の

　

ア
’
±
n
V
ン
コ
ン
ク
ー
応

　

す
て
き
な
年
賀
状
、
心
の
こ
も

っ
た
年
賀
状
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
1
月
4
日
⑥
～
1
8
日

　

⑧
部
門
小
学
校
低
学
年
・
小
学
校

　

高
学
年
・
中
学
生
・
一
般
（
高

　

校
生
含
む
）

応
募
資
格
市
内
に
在
住
す
る
人

内
容
平
成
H
年
の
年
賀
は
が
き

　

で
個
人
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

　

に
限
る
。
自
薦
・
他
薦
は
問
わ

　

な
い

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
大
野
公

　

民
館
（
容
6
6
・
2
8
2
8
）

一
知
つ
て
い
ま
す
か
財
形
制
度

　

財
形
制
度
（
勤
労
者
財
産
形
成

促
進
制
度
）
は
、
勤
労
者
の
貯
蓄

や
持
ち
家
取
得
と
い
っ
た
計
画
的

な
財
産
づ
く
り
を
、
国
や
事
業
主

が
援
助
、
協
力
し
よ
う
と
い
う
制

度
で
す
。
給
付
金
、
助
成
金
、
融

資
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
福
井
雇
用
促
進

　

セ
ン
タ
ー
（
酋
0
7
7
6
。

　

2
5
・
1
9
8
8
）

市
営
中
挾
団
地

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の

　
　
　
　

入
居
者
募
集

　

1
2
月
に
完
成
し
た
市
営
中
挾
団

地
第
2
号
棟
に
は
、
中
堅
所
得
者

の
た
め
の
住
宅
（
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
）
が
、
3
戸
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
へ
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
戸
数
3
戸

資
格
市
営
住
宅
の
収
入
基
準
を

　

超
え
、
定
め
ら
れ
た
収
入
基
準

　

に
満
た
な
い
中
堅
所
得
者
で
、

　

同
居
親
族
が
い
る
人

規
格
2
D
K

家
賃
月
額
5
万
7
0
0
0
円

募
集
期
間
1
月
4
日
図
～
1
8
日
⑧

入
居
者
の
決
定
公
開
抽
選

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
管
理
建
築
係
（
酋

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

冬
季
ご
み
出
し
の
お
願
い

　

積
雪
期
に
入
り
、
日
常
の
ご
み

収
集
業
務
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、

次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
「
ご
み
」
は
必
ず
収
集
日
の
朝

　

8
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い

②
「
ご
み
」
の
収
集
作
業
が
し
や

　

す
い
よ
う
に
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

周
囲
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す

③
一
時
的
に
大
量
に
出
る
「
ご
み
」

　

は
、
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま

　

で
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

④
「
ご
み
」
は
各
町
内
の
指
定
さ

　

れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。
ほ
か
の
地
区
の
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
は
、
絶
対
持
ち

　

人
一
ま
な
ハ
で
く
だ
さ
い

⑤
「
ご
み
」
の
収
集
は
効
率
的
に

　

進
め
ま
す
が
、
積
雪
、
道
路
事

　

情
な
ど
に
よ
り
、
若
干
遅
れ
る

　

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

　

く
だ
さ
い

⑥
「
生
ご
み
」
は
必
ず
水
切
り
を

　

行
い
、
片
手
で
持
て
る
重
さ
に

　

し
て
、
袋
の
口
は
必
ず
縛
っ
て

　

く
だ
さ
い

⑦
古
紙
類
・
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
資

　

源
ご
み
は
、
資
源
の
日
に
ス
テ

　

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い

⑧
空
き
ビ
ン
は
、
冬
期
間
（
I
、

　

2
月
）
回
収
し
ま
せ
ん
。
3
月

　

の
回
収
日
ま
で
、
各
家
庭
で
保

　

管
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先
市
ク
リ
ー
ン
セ

　

ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
6
1
2
0
）
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お
け
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
百
人
一
首

高
柳
雄
太
君
（
陽
明
町
一
丁
目
）

　

陽
明
町
一
丁
目
の
高
柳
雄
太
く
ん
（
小
学

六
年
生
）
の
宝
は
、
お
母
さ
ん
か
ら
も
ら
っ

た
「
小
倉
百
人
一
首
」
で
す
。
こ
の
百
人
一

首
は
、
雄
太
く
ん
の
お
兄
さ
ん
が
、
学
校
で

か
る
た
取
り
を
す
る
た
め
、
持
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
お
兄
さ
ん
が
使
わ
な
く
な
っ
た

の
で
、
二
年
ほ
ど
前
に
雄
太
く
ん
が
譲
っ
て

も
ら
い
、
大
切
に
使
っ
て
い
ま
す
。

　

百
人
一
首
で
の
か
る
た
取
り
は
、
学
校
の

授
業
で
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　
　

「
か
る
た
取
り
も
面
白
い
け
れ
ど
、
友
だ

ち
と
よ
く
遊
ぶ
の
は
〃
坊
主
め
く
り
’
か
な
。

今
は
や
り
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
と
、
遊
び
方
が

な
ん
と
な
く
似
て
い
る
の
で
、
み
ん
な
で
遊

ぶ
と
楽
し
い
で
す
。
町
内
育
成
会
の
夏
休
み

お
泊
り
会
で
は
、
’
坊
主
め
く
り
’
が
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
定
番
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
。
こ
の
前
は
、
遊
び
方
を
知
ら
な
か
っ
た

お
母
さ
ん
に
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。
こ
の
百

人
一
首
の
札
の
中
で
は
、
”
坊
主
め
く
り
’
で

一
番
強
い
〃
蝉
丸
’
が
好
き
で
す
」
と
、
楽
し

そ
う
な
雄
太
く
ん
。

　

雄
太
く
ん
の
お
母
さ
ん
は
、
「
こ
の
百
人

一
首
は
、
私
か
小
学
生
の
こ
ろ
に
、
叔
母
さ

ん
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
読
み
札
の
絵

を
ま
ね
て
、
よ
く
絵
を
か
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
本
人
も
気
に
入
っ
て
、
大
切
に

し
て
い
て
く
れ
る
の
で
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
、
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　
　

「
絵
を
か
く
の
が
好
き
な
の
で
、
百
人

首
の
絵
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
一
度
、
自

分
で
絵
を
か
い
て
み
よ
う
か
な
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
今
の
ぼ
く
に
は
、
こ
の
百
人
一
首

と
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
カ
ー
ド
が
宝
物
。
特
に

こ
の
百
人
一
首
は
、
お
母
さ
ん
が
大
切
に
し

て
き
た
も
の
な
の
で
、
ぼ
く
も
大
切
に
使
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
雄
太
く
ん
は
、
百
人

一
首
と
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
両
方
を
並
べ
て
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

12月1目現在 前月比

世帯数 11，633世帯 △16獣帯

人目 40．956人 △29人

内訳
男 19，645人 1人

女 21，311人 △30人

11月中の異動
転入 47人 出生 32人

転出 85人 死亡 23人

市内の交通事故状況（uヵ、G。お）

件数内訳
緊成10年

11月末

腸成9年

11月末
比較

総件数 471件 488件 △17件

人
身

事
故

件数 168件 137件 31件

死者 1人 3人 △2人

傷晋 233人 188人 35人

物損事故 303件 351件 △48件

表
紙
の
こ
と
ば

　

亀
山
保
育
園
で
は
情
操
教
育

の
一
環
と
し
て
、
十
年
前
か
ら

園
内
に
ウ
サ
ギ
を
飼
育
し
て
い

ま
す
。
天
気
の
良
い
日
に
は
、

ウ
サ
ギ
た
ち
を
外
へ
出
し
、
園

児
た
ち
も
一
緒
に
遊
ん
で
い
ま

す
。
み
ん
な
、
ウ
サ
ギ
が
大
好

き
だ
と
か
。
こ
の
日
は
、
好
き

な
ニ
ン
ジ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ
に
ウ

サ
ギ
も
ご
き
げ
ん
で
し
た
。

編
集
後
記

　

今
年
は
卯
（
う
）
年
。
う
さ

ぎ
は
、
昔
話
に
も
よ
く
出
て
く

る
身
近
な
動
物
で
す
。
旧
内
山

家
の
塀
に
は
、
波
の
上
に
う
さ

ぎ
が
い
る
瓦
が
あ
り
ま
す
。
よ

く
見
る
と
愛
く
る
し
い
笑
顔
。

こ
の
文
様
は
、
兎
波
（
う
さ
ぎ

な
み
）
と
い
っ
て
縁
起
の
良
い

も
の
だ
と
か
。
ぜ
ひ
あ
や
か
り

た
い
で
す
ね
。
（
横
）

月弐見1弓・

　

何
と
な
く
今
年
は

よ
い
事
あ
る
ご
と
し

元
日
の
朝
晴
れ
て
風

な
し
（
啄
木
）
－
去
年

は
雨
の
年
だ
っ
た
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
激
動
に
不

況
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
に
よ
る
気
象
異
常
な
ど
が

重
な
っ
た
せ
い
で
か
、
日
の
光
に
餓
え
て
い
た

I
と
も
か
く
今
年
は
こ
う
あ
り
た
い
も
の
と
願

っ
た
？
正
月
と
い
う
に
相
も
変
わ
ら
ず
外
の
世

間
は
、
不
景
気
の
嵐
で
ど
ん
底
に
あ
え
い
で
い

る
が
、
内
で
は
せ
め
て
三
が
日
ぐ
ら
い
は
え
び

す
顔
で
い
た
い
も
の
。
ま
ず
は
年
酒
で
乾
杯
。

不
謹
慎
を
寛
恕
し
て
い
た
だ
い
て
〈
腹
の
底
よ

り
欠
伸
も
よ
ほ
し
な
が
な
が
と
欠
伸
し
て
み

ぬ
今
年
の
元
日
〉
（
啄
木
）
も
一
興
か
？
と

は
申
す
も
の
の
大
方
の
実
の
と
こ
ろ
は
、
古
川

柳
に
も
あ
る
〈
人
並
に
い
ゝ
春
と
い
ふ
つ
ら
い

事
〉
の
せ
ち
辛
さ
は
本
音
で
、
先
行
き
は
厳
し

い
。
二
十
一
世
紀
へ
の
カ
ウ
ン
ト
読
み
も
刻
々

と
、
ほ
ぞ
を
固
め
て
現
行
対
処
と
指
標
前
進
を

ア
ン
バ
イ
し
な
け
れ
ば
？
さ
て
卯
（
う
さ
ぎ
）

が
え
と
。
い
さ
さ
か
年
明
け
て
緩
め
る
心
地
の

お
慰
み
に
「
大
唐
西
域
記
」
に
出
て
い
る
話
。

帝
釈
天
が
老
夫
に
化
け
て
猿
、
キ
ツ
ネ
、
ウ
サ

ギ
に
食
を
請
う
た
。
猿
は
木
の
実
、
キ
ツ
ネ
が

魚
を
与
え
た
。
と
こ
ろ
が
ウ
サ
ギ
は
火
中
に
身

を
投
じ
て
自
ら
を
供
養
し
た
。
帝
釈
天
は
歓
喜

し
て
ウ
サ
ギ
を
月
の
中
に
昇
ら
せ
こ
た
え
た
と

▼
ウ
サ
ギ
は
目
が
赤
く
燃
え
る
情
熱
と
長
く
ふ

く
よ
か
な
耳
の
賢
明
な
相
を
持
つ
。
そ
れ
に
敏

速
に
跳
び
は
ね
る
変
幻
自
在
さ
の
あ
る
神
獣
と

い
う
。
そ
の
耳
に
あ
や
か
っ
て
ハ
イ
ペ
ー
ス
の

情
報
を
聞
き
分
け
、
一
段
と
跳
び
は
ね
る
も
よ

し
や
？
年
立
ち
ぬ
、
お
め
で
と
う
。
（
M
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
‐
1
）
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